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xy 平面上に原点 Oを中心とする半径 1の円を描き，その上半分を C とし，その両
端を A(−1, 0)，B (1, 0)とする。C 上の 2点 N，Mを NM = MBとなるように取る。
ただし，N \= Bとする。このとき，次の問いに答えよ。

(1) ∠MAB = θと置くとき，弦の長さMB及び点Mの座標を θを用いて表せ。

(2) 点 Nから x軸に降ろした垂線を NPとしたとき，PBを θを用いて表せ。

(3) t = sin θとおく。条件MB = PBを tを用いて表せ。

(4) MB = PBとなるような点Mが唯一つあることを示せ。


